市民が考えるマニフェスト（外部評価実行委員会案）


カーボンニュートラルな
『持続可能な環境先進都市くらしき』

将来の都市像をきちんと示した上で、市政運営にあたります！
将来の都市像を実現するための３つの柱をこの４年間で！
①市民の健康を第一に考えた環境政策を展開します！ 
●大気や水質に関しては、全ての物質・全測定地点で環境基準を必ず守ります！ 
●水島コンビナートから県全体の産業部門のCO２排出量の約8割を排出されていますが、10％削減します！
そのための一つの手段として、緑化率を20％向上させます！ 
●ゴミの減量化に努め、ゴミを20％削減します！そのためには有料化も手段として検討します！
●海底ゴミをはじめゴミの不法投棄、海ゴミの減量化に努めます！
漁師さんの50％が問題ないという水準を目指します！そして毎年、国際海ゴミサミットを開催します！

●行政が行うすべてのイベントにおいては、カーボンニュートラルを実現します！

●自然エネルギーを普及し、積極的に活用します。太陽光パネルを全公共施設に設置します！
②地域福祉力の向上を目指します！ 
●公民館は地域の生活文化交流拠点施設であり、社会教育、生涯学習の場でもあります。
そこで、公民館を地域の福祉文化の機能の充実を図ります！！ 
・「地域の茶の間」の開催を支援します！
・行事や講座開催に際して、障害者の方が当たり前に参加できる枠やプログラムを設けます
●子どもがのびのびと教育を受け、思い切り遊べる環境づくりをします！！ 
・学校ソーシャルワーカーを全校に配置します！

・小学校区内に思いきり遊べるひろば・はらっぱのある環境づくりを行います！
③『ヒューマンサイズ』と『環境負荷の低減』に力点を置いた都市計画を推進し、
「暮らしやすく美しいまち」を実現します！ 
●農地を保全し、地産地消を推進します！第一次産業をはじめ地域の地場産業の復興を目指します！第一次産業の就業者を年5％増やすために、新規就業者をバックアップします！

●倉敷市の顔として倉敷駅から美観地区、美観地区周辺を色彩・デザイン・高さなどに配慮した統一感のあるまちなみにするための仕組みをつくります。
●市の文化施設・公共施設等を利用し、高齢者や障害者、子どもたちも参加できる研究会や懇談会を立ち上げ、市民が愛着をもち、地域性が活かされるコンセプトづくりを協議し、質の向上と協働の推進を図ります！

